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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マークアップ言語により記述されたスプレッドシート文書であって、複数のスタイルオ
ブジェクトを含む当該スプレッドシート文書中の少なくとも一つのセルに対する書式付け
情報を保存するための、プロセッサで実施される方法であって、
　前記スプレッドシート文書の構文解析を行って、前記少なくとも一つのセルに対するセ
ルフォーマットオブジェクトに係る少なくとも一つのディスプレイリストを生成する工程
と、
　前記セルフォーマットオブジェクトに係る前記生成された少なくとも一つのディスプレ
イリストを用いて、前記少なくとも一つのセルをラスター化してフレームバッファ内に保
存する工程と、
　を含み、
　前記構文解析を行って前記少なくとも一つのディスプレイリストを生成する工程は、
　前記少なくとも一つのセルに対するマスター書式付け情報を保存するマスタースタイル
オブジェクトから、前記少なくとも一つのセルに対するマスター書式付け情報を取得する
工程と、
　前記少なくとも一つのセルに対する書式付け情報の集合である指定されたスタイルに係
る情報を保存し、かつ前記マスタースタイルオブジェクトを参照するスタイル指定オブジ
ェクトから、取得された前記マスター書式付け情報を参照する指定されたスタイルであっ
て、前記少なくとも一つのセルに対する指定されたスタイルに係る情報を取得する工程と
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、
　前記少なくとも一つのセルに対するセル固有の書式付け情報を含み、かつ前記マスター
スタイルオブジェクトを参照するセル固有のスタイルオブジェクトから、取得された前記
マスター書式付け情報を参照するセル固有の書式付け情報であって、前記少なくとも一つ
のセルに対するセル固有の書式付け情報のうち取得された前記マスター書式付け情報の対
応部分を無効にするセル固有の書式付け情報を取得する工程と、
　取得された前記少なくとも一つのセルに対する指定されたスタイルに係る情報と、取得
された前記マスター書式付け情報を参照し、当該マスター書式付け情報の対応部分を無効
にするセル固有の書式付け情報と、取得された前記セル固有の書式付け情報によって無効
にされていないマスター書式付け情報とを含める一方、元来前記マスタースタイルオブジ
ェクト中に記述されていて取得された前記マスター書式付け情報のうち取得された前記セ
ル固有の書式付け情報により無効化されるマスター書式付け情報の前記対応部分を除外し
た情報を統合化セル書式付け情報として前記セルフォーマットオブジェクト中に保存する
ことで当該統合化セル書式付け情報を生成する工程と、
　前記統合化セル書式付け情報を前記セルフォーマットオブジェクトに係る前記少なくと
も一つのディスプレイリストとして記憶する工程と、
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　請求項１に記載のプロセッサで実施される方法であって、前記スプレッドシート文書は
、ＯＯＸＭＬで記述されていることを特徴とする方法。
【請求項３】
　請求項１に記載のプロセッサで実施される方法であって、前記スプレッドシート文書は
、ＳＭＬで記述されていることを特徴とする方法。
【請求項４】
　請求項１に記載のプロセッサで実施される方法であって、前記方法は、構文解析ツール
により行われることを特徴とする方法。
【請求項５】
　請求項１に記載のプロセッサで実施される方法であって、前記セルフォーマットオブジ
ェクトは、前記セルのレンダリングに用いられることを特徴とする方法。
【請求項６】
　請求項１に記載のプロセッサで実施される方法であって、
　前記少なくとも一つのセルに対する統合化セル書式付け情報を保存した後に、前記プロ
セッサに接続されたメモリから、前記マスタースタイルオブジェクト、スタイル指定オブ
ジェクト、及び前記少なくとも一つのセルに対する前記セル固有のスタイルオブジェクト
を削除する工程を含むことを特徴とする方法。
【請求項７】
　請求項１に記載のプロセッサで実施される方法であって、前記スタイル情報には、枠情
報、フォント情報、又は塗りつぶし情報のうちの少なくとも一つが含まれることを特徴と
する方法。
【請求項８】
　請求項１に記載のプロセッサで実施される方法であって、前記方法は、
　コンピュータ、
　プリンタ、又は
　コンピュータに接続されたプリンタ
　が備えるプロセッサにより行われることを特徴とする方法。
【請求項９】
　プロセッサにより実行されるときに、マークアップ言語で記述されたスプレッドシート
文書であって、複数のスタイルオブジェクトを含む当該スプレッドシート文書中の少なく
とも一つのセルに対する書式付け情報を保存するための方法を実行する命令を保存する、
コンピュータ可読型媒体であって、前記方法が、
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　前記スプレッドシート文書の構文解析を行って、前記少なくとも一つのセルに対するセ
ルフォーマットオブジェクトに係る少なくとも一つのディスプレイリストを生成する工程
と、
　前記セルフォーマットオブジェクトに係る前記生成された少なくとも一つのディスプレ
イリストを用いて、前記少なくとも一つのセルをラスター化してフレームバッファ内に保
存する工程と、
　を含み、
　前記構文解析を行って前記少なくとも一つのディスプレイリストを生成する工程は、
　前記少なくとも一つのセルに対するマスター書式付け情報を保存するマスタースタイル
オブジェクトから、前記少なくとも一つのセルに対するマスター書式付け情報を取得する
工程と、
　前記少なくとも一つのセルに対する書式付け情報の集合である指定されたスタイルに係
る情報を保存し、かつ前記マスタースタイルオブジェクトを参照するスタイル指定オブジ
ェクトから、取得された前記マスター書式付け情報を参照する指定されたスタイルであっ
て、前記少なくとも一つのセルに対する指定されたスタイルに係る情報を取得する工程と
、
　前記少なくとも一つのセルに対するセル固有の書式付け情報を含み、かつ前記マスター
スタイルオブジェクトを参照するセル固有のスタイルオブジェクトから、取得された前記
マスター書式付け情報を参照するセル固有の書式付け情報であって、前記少なくとも一つ
のセルに対するセル固有の書式付け情報のうち取得された前記マスター書式付け情報の対
応部分を無効にするセル固有の書式付け情報を取得する工程と、
　取得された前記少なくとも一つのセルに対する指定されたスタイルに係る情報と、取得
された前記マスター書式付け情報を参照し、当該マスター書式付け情報の対応部分を無効
にするセル固有の書式付け情報と、取得された前記セル固有の書式付け情報によって無効
にされていないマスター書式付け情報とを含める一方、元来前記マスタースタイルオブジ
ェクト中に記載されていて取得された前記マスター書式付け情報のうち取得された前記セ
ル固有の書式付け情報により無効化されるマスター書式付け情報の前記対応部分を除外し
た情報を統合化セル書式付け情報として前記セルフォーマットオブジェクト中に保存する
ことで当該統合化セル書式付け情報を生成する工程と、
　前記統合化セル書式付け情報を前記セルフォーマットオブジェクトに係る前記少なくと
も一つのディスプレイリストとして記憶する工程と、
　を含むことを特徴とする媒体。
【請求項１０】
　請求項９に記載のコンピュータ可読型媒体であって、前記スプレッドシート文書は、Ｏ
ＯＸＭＬで記述されていることを特徴とする媒体。
【請求項１１】
　請求項９に記載のコンピュータ可読型媒体であって、前記スプレッドシート文書は、Ｓ
ＭＬで記述されていることを特徴とする媒体。
【請求項１２】
　請求項９に記載のコンピュータ可読型媒体であって、前記方法は、構文解析ツールによ
り行われることを特徴とする媒体。
【請求項１３】
　請求項９に記載のコンピュータ可読型媒体であって、前記セルフォーマットオブジェク
トは、前記セルのレンダリングに用いられることを特徴とする媒体。
【請求項１４】
　請求項９に記載のコンピュータ可読型媒体であって、
　前記方法が、前記少なくとも一つのセルに対する統合化セル書式付け情報を保存した後
に、前記プロセッサに接続されたメモリから、前記マスタースタイルオブジェクト、スタ
イル指定オブジェクト、及び前記少なくとも一つのセルに対する前記セル固有のスタイル
オブジェクトを削除する工程を含むことを特徴とする媒体。
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【請求項１５】
　請求項９に記載のコンピュータ可読型媒体であって、前記スタイル情報には、枠情報、
フォント情報、又は塗りつぶし情報のうちの少なくとも一つが含まれることを特徴とする
媒体。
【請求項１６】
　請求項９に記載のコンピュータ可読型媒体であって、前記方法は、
　コンピュータ、
　プリンタ、又は
　コンピュータに接続されたプリンタ
　が備えるプロセッサにより行われることを特徴とする媒体。
【請求項１７】
　マークアップ言語で記述されて、複数のスタイルオブジェクトを含むスプレッドシート
文書中の少なくとも一つのセルに対する書式付け情報を保存するための方法を実行する命
令を保存するコンピュータ可読型のメモリと、
　前記命令を実行するプロセッサと、
　を備えるコンピュータであって、
　前記方法は、
　前記スプレッドシート文書の構文解析を行って、前記少なくとも一つのセルに対するセ
ルフォーマットオブジェクトに係る少なくとも一つのディスプレイリストを生成する工程
と、
　前記セルフォーマットオブジェクトに係る前記生成された少なくとも一つのディスプレ
イリストを用いて、前記少なくとも一つのセルをラスター化してフレームバッファ内に保
存する工程と、
　を含み、
　前記構文解析を行って前記少なくとも一つのディスプレイリストを生成する工程は、
　前記少なくとも一つのセルに対するマスター書式付け情報を保存するマスタースタイル
オブジェクトから、前記少なくとも一つのセルに対するマスター書式付け情報を取得する
工程と、
　前記少なくとも一つのセルに対する書式付け情報の集合である指定されたスタイルに係
る情報を保存し、かつ前記マスタースタイルオブジェクトを参照するスタイル指定オブジ
ェクトから、取得された前記マスター書式付け情報を参照する指定されたスタイルであっ
て、前記少なくとも一つのセルに対する指定されたスタイルに係る情報を取得する工程と
、
　前記少なくとも一つのセルに対するセル固有の書式付け情報を含み、かつ前記マスター
スタイルオブジェクトを参照するセル固有のスタイルオブジェクトから、取得された前記
マスター書式付け情報を参照するセル固有の書式付け情報であって、前記少なくとも一つ
のセルに対するセル固有の書式付け情報のうち取得された前記マスター書式付け情報の対
応部分を無効にするセル固有の書式付け情報を取得する工程と、
　取得された前記少なくとも一つのセルに対する指定されたスタイルに係る情報と、取得
された前記マスター書式付け情報を参照し、当該マスター書式付け情報の対応部分を無効
にするセル固有の書式付け情報と、取得された前記セル固有の書式付け情報によって無効
にされていないマスター書式付け情報とを含める一方、元来前記マスタースタイルオブジ
ェクト中に記載されていて取得された前記マスター書式付け情報のうち取得された前記セ
ル固有の書式付け情報により無効化されるマスター書式付け情報の前記対応部分を除外し
た情報を統合化セル書式付け情報として前記セルフォーマットオブジェクト中に保存する
ことで当該統合化セル書式付け情報を生成する工程と、
　前記統合化セル書式付け情報を前記セルフォーマットオブジェクトに係る前記少なくと
も一つのディスプレイリストとして記憶する工程と、
　を含む
　ことを特徴とするコンピュータ。
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【請求項１８】
　請求項１７に記載のコンピュータであって、前記スプレッドシート文書は、ＯＯＸＭＬ
で記述されていることを特徴とするコンピュータ。
【請求項１９】
　請求項１７に記載のコンピュータであって、前記スプレッドシート文書は、ＳＭＬで記
述されていることを特徴とするコンピュータ。
【請求項２０】
　請求項１７に記載のコンピュータであって、前記方法は、構文解析ツールにより行われ
ることを特徴とするコンピュータ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、印刷分野に関し、特に、マークアップ言語を用いて記述されたスプレッドシ
ート用のスタイル－データを処理するためのシステムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　文書処理ソフトウェアにより、ユーザは、多様な種類の文書を簡便に視認、編集、処理
、保存および印刷することができる。印刷対象となる文書コンテンツは、多様な方式で記
述することが可能であり、例えば、オフィスオープンエクステンシブルマークアップ言語
（「ＯＯＸＭＬ」）や、ＸＭＬに基づき主としてスプレッドシートと共に用いられるスプ
レッドシートマークアップ言語（「ＳＭＬ」）等のマークアップ言語が用いられている。
マークアップ言語により、文書にテキスト注釈を付すことが可能となる。記述的マークア
ップ言語を用いて、文書の部分間における構造的関係を指定することは可能であるが、記
述的マークアップ言語からは、文書をどのようにレンダリングするかまたはエンドユーザ
に提示するかについての命令は何も得られない場合が多い。一方、手続きマークアップ言
語および提示マークアップ言語中には、文書コンテンツをどのようにレンダリングすべき
かについて詳述する命令が含まれる場合がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　記述的マークアップ言語を用いて記述された文書をレンダリングする場合、文書の部分
間における構造的関係に起因して、印刷対象としての最終的なレンダリング可能コンテン
ツを決定するプロセスが複雑になる可能性がある。スプレッドシートなどの文書の場合、
スプレッドシートセルの値は、非常に多数の他のセルに依存し得るため、その複雑性が多
種多様に増大し得る。スプレッドシートの要素（例えば、セル、表およびそれらの関連付
けられた属性）は、プログラムでオブジェクトとして表されることが多い。そのため、マ
ークアップ言語（例えば、ＯＯＸＭＬ）で指定されているスプレッドシートを印刷するた
めに処理を行う場合、非常に多数のスプレッドシートオブジェクトがメモリ内にロードさ
れる可能性があり、レンダリング後のオブジェクトの外観を決定するために、一以上のオ
ブジェクト（これらは、文書の部分間における構造的関係を反映している）に対するポイ
ンタが何度もトラバースし得る。例えば、ＳＭＬや他の多種のＯＯＸＭＬ記述の場合、ペ
ージネーション決定が行われてレンダリング開始可能となる前に、通常は全データがメモ
リにロードされる。
【０００４】
　メモリ内に複数のオブジェクトをロードすることと、処理中にポインタのトラバースを
繰り返し行うこととは、さらなるメモリリソースの使用と、他の処理における非効率性と
の一因になり得る。例えば、さらなるメモリが用いられると、プリンタのコストが上昇す
る可能性があり、処理時にポインタのトラバースが繰り返し行われると、スループット低
下の一因になり得る。スプレッドシートとの関係において、スプレッドシートセルや表等
の、スプレッドシートオブジェクトと関連付けられたスタイル－データを処理することは
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、メモリリソースの使用と、処理における非効率性との大きな一因となり得る。従って、
メモリリソースをより最適な様態で用いつつ、スプレッドシートオブジェクトと関連付け
られたスタイルデータの効率的な処理および印刷を可能にするシステムおよび方法が求め
られている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　開示の実施形態に基づいて、システムおよび方法が提供される。いくつかの実施形態に
おいて、マークアップ言語により記述されたスプレッドシート文書であって、複数のスタ
イルオブジェクトを含む当該スプレッドシート文書中の少なくとも一つのセルに対する書
式付け情報を保存するための、プロセッサで実施される方法は、前記スプレッドシート文
書の構文解析を行って、前記少なくとも一つのセルに対するセルフォーマットオブジェク
トに係る少なくとも一つのディスプレイリストを生成する工程と、前記セルフォーマット
オブジェクトに係る前記生成された少なくとも一つのディスプレイリストを用いて、前記
少なくとも一つのセルをラスター化してフレームバッファ内に保存する工程と、を含み、
前記構文解析を行って前記少なくとも一つのディスプレイリストを生成する工程は、前記
少なくとも一つのセルに対するマスター書式付け情報を保存するマスタースタイルオブジ
ェクトから、前記少なくとも一つのセルに対するマスター書式付け情報を取得する工程と
、前記少なくとも一つのセルに対する書式付け情報の集合である指定されたスタイルに係
る情報を保存し、かつ前記マスタースタイルオブジェクトを参照するスタイル指定オブジ
ェクトから、取得された前記マスター書式付け情報を参照する指定されたスタイルであっ
て、前記少なくとも一つのセルに対する指定されたスタイルに係る情報を取得する工程と
、前記少なくとも一つのセルに対するセル固有の書式付け情報を含み、かつ前記マスター
スタイルオブジェクトを参照するセル固有のスタイルオブジェクトから、取得された前記
マスター書式付け情報を参照するセル固有の書式付け情報であって、前記少なくとも一つ
のセルに対するセル固有の書式付け情報のうち取得された前記マスター書式付け情報の対
応部分を無効にするセル固有の書式付け情報を取得する工程と、取得された前記少なくと
も一つのセルに対する指定されたスタイルに係る情報と、取得された前記マスター書式付
け情報を参照し、当該マスター書式付け情報の対応部分を無効にするセル固有の書式付け
情報と、取得された前記セル固有の書式付け情報によって無効にされていないマスター書
式付け情報とを含める一方、元来前記マスタースタイルオブジェクト中に記述されていて
取得された前記マスター書式付け情報のうち取得された前記セル固有の書式付け情報によ
り無効化されるマスター書式付け情報の前記対応部分を除外した情報を統合化セル書式付
け情報として前記セルフォーマットオブジェクト中に保存することで当該統合化セル書式
付け情報を生成する工程と、前記統合化セル書式付け情報を前記セルフォーマットオブジ
ェクトに係る前記少なくとも一つのディスプレイリストとして記憶する工程と、を含む。
【０００６】
　開示の実施形態はまた、コンピュータ可読型媒体を用いてプロセッサによって生成、保
存、アクセスまたは改良された方法及び当該方法を実行するプロセッサを備えるコンピュ
ータにも関する。
【０００７】
　以下、上記の実施形態および他の実施形態について、以下の図面を参照してさらに説明
する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】マークアップ言語を用いて記述されたスプレッドシートスタイルデータを処理す
るためのアプリケーションを実行可能な例示的プリンタに接続された例示的コンピュータ
の高レベルブロック図を示す。
【図２】例示的プロセスフローであり、マークアップ言語で指定された印刷可能データを
レンダリングするアプリケーションの一部を実行する方法における工程を示す。
【図３】スプレッドシートセルに対する従来の例示的ＯＯＸＭＬセルフォーマット仕様を
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示す。
【図４】図３に示された例示的ＯＯＸＭＬスプレッドシートセルフォーマット仕様に対す
る従来の例示的オブジェクトマッピングを示す。
【図５】ＯＯＸＭＬを用いて記述されたスプレッドシートスタイルデータを処理する方法
から帰結されるＯＯＸＭＬスプレッドシートセルに対する例示的オブジェクトのマッピン
グを、開示の実施形態と一貫した様態で示す。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　開示の実施形態の多様な特徴を反映した実施形態によれば、マークアップ言語を用いて
記述されたスプレッドシート用のスタイル－データを処理するためのシステムおよび方法
が提供される。いくつかの実施形態において、印刷可能なスプレッドシートデータは、マ
ークアップ言語記述の形態をとり得る。例えば、スプレッドシートマークアップ言語デー
タの処理に関する例は、ＯＯＸＭＬまたはＳＭＬの観点から説明する。しかし、記載のシ
ステムおよび方法は、当業者にとって自明の適切な改良により、他のマークアップ言語を
用いて記述されたスプレッドシートにも適用可能である。
【００１０】
　図１は、マークアップ言語を用いて記述されたスプレッドシートスタイルデータを処理
するためのアプリケーションを実行可能な例示的プリンタに接続された例示的コンピュー
タの高レベルブロック図を示す。一般的に、開示の実施形態に基づいたコンピュータソフ
トウェアアプリケーションは、コンピュータ、プリンタおよび他の周辺装置のネットワー
ク上において、展開され得る。これらのコンピュータ、プリンタおよび他の周辺装置は、
通信リンクを通じて接続され、従来の通信プロトコルおよび／またはデータポートインタ
ーフェースを用いた情報のやり取りが可能になっている。
【００１１】
　図１に示すように、例示的システム１００は、コンピュータデバイス１１０を含む。コ
ンピュータデバイス１１０は、接続部１２０を用いてネットワーク１４０を介してプリン
タ１７０と通信する。コンピュータデバイス１１０は、コンピュータワークステーション
、デスクトップコンピュータ、ラップトップコンピュータ、またはネットワーク環境にお
いて使用可能な他の任意のコンピュータデバイスであってもよい。コンピュータデバイス
１１０は、例えば、ＯＯＸＭＬ等のマークアップ言語を用いて記述された、スプレッドシ
ートまたはワークシートなどの文書の印刷を、プリンタ１７０を用いて行うことを可能に
するソフトウェア（図示せず）を実行し得る。
【００１２】
　例示的プリンタ１７０は、電子データから物理的文書を生成する種々のデバイスを含む
。このようなデバイスを非限定的に挙げると、レーザープリンタ、インクジェットプリン
タ、ＬＥＤプリンタがある。例示的プリンタ１７０は、プロッター、ファクシミリ装置、
多機能デバイス、デジタルコピー機などの形態をとり得る。いくつかの実施形態において
、プリンタ１７０は、コンピュータデバイス１１０から受信した印刷文書を直接印刷する
こともできる。いくつかの実施形態において、このような配置構成により、コンピュータ
デバイス１１０によるさらなる処理が有っても（あるいは無くても）文書を直接印刷する
ことが可能となり得る。
【００１３】
　いくつかの実施形態において、文書は、ＯＯＸＭＬ等マークアップ言語を用いて記述さ
れてもよく、テキスト、グラフィック、画像のうち一以上を含み得る。いくつかの実施形
態において、これらの文書は、ＯＯＸＭＬまたはＳＭＬを用いて記述されたスプレッドシ
ートの形態をとり得る。いくつかの実施形態において、プリンタ１７０は、ＯＯＸＭＬま
たはＳＭＬによる記述文書を印刷対象として受信し得る。文書印刷処理は分散させること
ができる点にも留意されたい。そのため、プリンタ１７０によって文書を物理的に印刷す
る前に、コンピュータデバイス１１０および／またはプリンタ１７０により、マークアッ
プ言語の構文解析、事前処理、植字、ラスタライゼーション、ハーフトニング、カラーマ
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ッチング、および／または他の操作プロセスのような文書印刷処理の一部を行うことがで
きる。
【００１４】
　コンピュータデバイス１１０はまた、リムーバブルメディアドライブ（図示せず）も含
み得る。リムーバブルメディアドライブの例を挙げると、例えば、３．５インチフロッピ
ードライブ、ＣＤ－ＲＯＭドライブ、ＤＶＤＲＯＭドライブ、ＣＤ±ＲＷまたはＤＶＤ±
ＲＷドライブ、ＵＳＢフラッシュドライブ、および／または開示の実施形態に従った他の
任意のリムーバブルメディアドライブがある。いくつかの実施形態において、スプレッド
シート用スタイルデータを処理するためのソフトウェアアプリケーションの一部をリムー
バブルメディアに常駐させ、コンピュータデバイス１１０によって上記リムーバブルメデ
ィアドライブを用いて読み出しおよび実行を行ってもよい。
【００１５】
　接続部１２０は、ネットワーク１４０を介してコンピュータデバイス１１０およびプリ
ンタ１７０を接続しており、従来の通信プロトコルおよび／またはデータポートインター
フェースを用いて有線接続または無線接続として実現され得る。一般的に、接続部１２０
は、デバイス間のデータ送信を可能にする任意の通信チャンネルでよい。一実施形態にお
いて、例えば、適切な接続を介したデータ送信のためのパラレルポート、シリアルポート
、イーサネット、ＵＳＢ、ＳＣＳＩ、ＦＩＲＥＷＩＲＥ、および／または同軸ケーブルポ
ートのような従来のデータポートが設けられ得る。これらの通信リンクは、無線リンクま
たは有線リンクであってもよいし、あるいは、上記の多様なデバイス間の通信を可能にす
る開示の実施形態に従った任意の組み合わせであってもよい。
【００１６】
　ネットワーク１４０は、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、広域ネットワーク（
ＷＡＮ）またはインターネットを含み得る。プリンタ１７０は、接続部１２０を通じてネ
ットワーク１４０に接続され得る。いくつかの実施形態において、プリンタ１７０は、コ
ンピュータデバイス１１０に直接接続してもよい。いくつかの実施形態によれば、システ
ム１００は他の周辺装置（図示せず）も含み得る。開示の実施形態に従った、スプレッド
シート用スタイルデータを処理するためのコンピュータソフトウェアアプリケーションは
、コンピュータ１１０および／またはプリンタ１７０上で展開され得る。例えば、コンピ
ュータデバイス１１０は、スプレッドシート用スタイルデータを処理するためのソフトウ
ェアのうちいくつかの部分を実行してもよく、その場合、他の部分は、開示の実施形態に
従ってプリンタ１７０によって実行され得る。
【００１７】
　いくつかの実施形態において、プリンタ１７０は、ＣＰＵ１７６、ファームウェア１７
１、メモリ１７２、入力／出力ポート１７５、印刷エンジン１７７、および二次記憶装置
１７３を接続するバス１７４を含み得る。プリンタ１７０はまた、開示の実施形態に従っ
て、マークアップ言語において指定された印刷可能なスプレッドシートデータをレンダリ
ングするためのアプリケーションの部分を実行することが可能な他の特定用途向け集積回
路（ＡＳＩＣ）、および／またはフィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）１
７８も含み得る。いくつかの実施形態において、プリンタ１７０は、Ｉ／Ｏポート１７５
および接続部１２０を用いて、コンピュータデバイス１１０内の二次記憶装置または他の
メモリにアクセスすることもできる。いくつかの実施形態において、プリンタ１７０は、
プリンタオペレーティングシステム、マークアップ言語構文解析ソフトウェア、ラスタラ
イゼーションルーチン、および他の適切なアプリケーションソフトウェアを含むソフトウ
ェアを実行することもできる。
【００１８】
　いくつかの実施形態において、ＣＰＵ１７６は、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、ま
たは組み込みプロセッサであり得る。ＣＰＵ１７６は、制御情報および命令を含むデータ
を、メモリ１７２および／またはファームウェア１７１とやり取りすることができる。メ
モリ１７２は、任意の種類のダイナミックランダムアクセスメモリ（ＤＲＡＭ）であり得



(9) JP 5774863 B2 2015.9.9

10

20

30

40

50

る。このようなダイナミックランダムアクセスメモリを非限定的に挙げると、ＳＤＲＡＭ
またはＲＤＲＡＭがある。ファームウェア１７１は、命令およびデータを保持し得る。こ
のような命令およびデータを非限定的に挙げると、マークアップ言語構文解析、言語処理
、ラスタライゼーションおよびハーフトニングのためのブートアップシーケンスおよび事
前規定されたルーチンならびに他のコードがある。いくつかの実施形態において、ファー
ムウェア１７１内のコードおよびデータは、ＣＰＵ１７６によって機能させられる前に、
メモリ１７２にコピーされ得る。
【００１９】
　ファームウェア１７１内のルーチンは、ＯＯＸＭＬまたはＳＭＬなどのマークアップ言
語を用いて記述されたスプレッドシートなどの文書を処理および印刷するためのコードを
含み得る。このような文書は、コンピュータデバイス１１０から受信され得る。いくつか
の実施形態において、このような処理は、スプレッドシート用スタイル－データの処理を
含み得る。ファームウェア１７１はまた、圧縮ルーチンおよびメモリ管理ルーチンを含み
得る。いくつかの実施形態において、ファームウェア１７１内のデータおよび命令は、更
新可能であってもよい。
【００２０】
　いくつかの実施形態において、ＣＰＵ１７６は、命令およびデータに対して機能し、Ａ
ＳＩＣ／ＦＰＧＡ１７８および印刷エンジン１７７に対して制御およびデータを提供して
印刷文書を生成し得る。ＦＰＧＡ／ＡＳＩＣ１７８もまた、変換アルゴリズム、圧縮アル
ゴリズムおよびラスター化アルゴリズムのうち一以上を実行し得る。
【００２１】
　一実施形態において、コンピュータデバイス１１０は、マークアップ言語を用いて指定
されたスプレッドシートなどの文書中の印刷可能データをプリンタ１７０に送信し得る。
その後、プリンタ１７０は、上記マークアップ言語による記述の構文を解析し、スタイル
－データを処理するためのルーチンを呼び出し得る。例えば、スタイルデータオブジェク
トは、記述された実装方法（implementation）に合致する様態で特定および処理され得る
。
【００２２】
　いくつかの実施形態において、このマークアップ言語記述の文書から最終的な印刷可能
データへの変換プロセスは、中間的な印刷可能データの生成を含み得る。いくつかの実施
形態においては、この中間的な印刷可能データは、ディスプレイリストを含む場合があり
、このディスプレイリストにより、最終的な印刷可能データの生成が支援され得る。いく
つかの実施形態において、ディスプレイリストは、メモリ１７２または二次記憶装置１７
３内に保存され得る。例示的二次記憶装置１７３は、内部ハードディスクまたは外部ハー
ドディスク、メモリスティック、またはプリンタ１７０において使用可能な他の任意のメ
モリ記憶デバイスであってもよい。いくつかの実施形態において、ディスプレイリストは
、プリンタ１７０および／またはコンピュータデバイス１１０のうち一以上に常駐し得る
。
【００２３】
　図２は、例示的プロセスフロー２００を示し、マークアップ言語で規定された印刷可能
データをレンダリングするアプリケーションの一部を実行する方法における工程を示す。
このプロセスは、工程２１０において、印刷ジョブの開始と共に開始し得る。この印刷ジ
ョブは、いくつかの場合において、ＯＯＸＭＬまたはＳＭＬなどのマークアップ言語で指
定されたスプレッドシートであり得る。
【００２４】
　工程２２０において、文書２１５に対し、言語およびオブジェクト処理を行うこともで
きる。例えば、文書中のデータをＯＯＸＭＬ構文解析ツールによって構文解析して、個々
のオブジェクトを特定することができる。これらのオブジェクトは、テキストオブジェク
ト、画像オブジェクトおよびグラフィックオブジェクトに加え、スプレッドシート文書内
のスタイルオブジェクトを含み得る。いくつかの実施形態において、ＯＯＸＭＬ構文解析
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ツールなどのマークアップ言語構文解析ツールおよび他の関連付けられたルーチンにより
、言語処理およびオブジェクト事前処理が行われ得る。スプレッドシートの場合、構文解
析ツールを用いて、例えば、セル、表、形状、およびスタイルなどの、当該スプレッドシ
ート特有の多様なオブジェクトを特定および処理することも可能である。上記構文解析ツ
ールは、スプレッドシートセルおよび表と関連付けられたスプレッドシートスタイルデー
タオブジェクトを処理することもでき、これにより、本明細書中に記載される実施形態に
従った様式での効率的な印刷が可能となる。
【００２５】
　これらの操作のいくつかにより、ディスプレイリスト２２５中のエントリを記述するプ
リミティブが配置され得る。例示的ディスプレイリスト２２５は、実際に印刷する前のデ
ータ処理における中間工程であってもよく、後続形態に変換する前にさらに構文解析され
得る。ディスプレイリスト２２５は、色、不透明度、境界情報および深さなどの情報を含
み得る。
【００２６】
　ディスプレイリスト表現から物理的媒体上の印刷に適した形態への変換プロセスを、デ
ータのラスター化またはラスタライゼーションと呼ぶ場合がある。いくつかの実施形態に
おいて、ラスタライゼーションは、工程２３０においてラスター画像プロセッサによって
行われ得る。例えば、基本的ラスタライゼーションは、ポリゴンによって記述されること
が多い三次元領域をとり、この三次元領域を二次元表面上にレンダリングすることにより
、達成され得る。ポリゴンは、三角形の集合として表現することができる。三角形は、三
次元空間内の３つの頂点により、表現することができる。１つの頂点は、１点、エッジの
端点、またはポリゴンにおける２つのエッジが出会う角部を規定する。そのため、基本的
ラスタライゼーションにより、頂点の軌跡（stream）を対応する二次元点に変換し、この
変換された二次元三角形を塗りつぶすことができる。ラスタライゼーションの後、上記ラ
スター化データは、例示的フレームバッファ２５０などのフレームバッファ内に保存され
得る。このフレームバッファは、メモリ１７２内に物理的に配置され得る。
【００２７】
　工程２３０において、ラスター画像処理（ＲＩＰ）モジュールは、ディスプレイリスト
２２５中のオブジェクトを処理し、ラスター化された同等物をフレームバッファ２５０内
に生成し得る。いくつかの実施形態において、ラスター画像処理は、プリンタ１７０によ
って行われ得る。例えば、ラスター画像処理は、プリンタ１７０により、ＣＰＵ１７６、
ＡＳＩＣ／ＦＰＧＡ１７８、メモリ１７２および／または二次記憶装置１７３のうちの一
以上を用いて行われ得る。ラスター画像処理は、プリンタ１７０により、ソフトウェア、
ファームウェアおよび／または専用ハードウェア（例えば、ＡＳＩＣ／ＦＰＧＡ１７８）
の何らかの組み合わせを用いて行われ得る。フレームバッファ３５０は、印刷エンジン１
７７による印刷媒体上への印刷に適した形態で、印刷オブジェクトの表現を保持し得る。
【００２８】
　いくつかの実施形態において、フレームバッファ２５０中のデータは、工程２６０にお
いて後処理に供され得る。例えば、ハーフトニング、トラッピングなどの多様な操作を、
フレームバッファ２５０中のデータに対して実行することができる。これらの操作の結果
、フレームバッファ中のデータは改変され、その結果、後処理されたフレームバッファ２
６５が得られる。その後、後処理されたフレームバッファ２６５は、工程２７０において
任意のさらなる処理に供され得る。例えば、印刷エンジン１７７は、後処理されたフレー
ムバッファ２６５中における、ラスター化されかつ後処理されたデータを処理し、紙など
の印刷媒体上のページに対する印刷可能な画像を形成し得る。
【００２９】
　図３は、スプレッドシートセルに対する従来の例示的ＯＯＸＭＬセルフォーマット仕様
３００を示す。図３に示すように、例示的スプレッドシート３１０は、セル３１２を含む
。セル３１２は、そのロケーション「Ｄ２」（スプレッドシートの列Ｄ／行２）と、スト
リング「Ｑ１」で与えられるスプレッドシートセルデータ３１８とによって特定される。
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１つのセルは、行および列の交点におけるそのロケーションにより、指定することができ
る。セルは、データを保持することができ、例えば、数値またはテキスト書式設定、アラ
イメント、フォント、色、塗りつぶしおよび枠などの、複数の特性を有し得る。図３に示
すように、スプレッドシートセル３１２は、指定されたスタイル「Ａｃｃｅｎｔ１」（「
強調１」）及び太線のボックス枠３１３を有し、この指定されたスタイルは、ユーザによ
り適用されたものである。
【００３０】
　セル３１２そのものは、セル参照３２２が「Ｄ２」であることを示すワークシートＸＭ
Ｌ記述３２０内の「ｃ」集合によって表現され得る。例示的セル３１２はまた、値ｓ＝「
７」のスタイル識別子３２５（属性「ｓ」）と、データタイプ（属性ｔ）とを示し得る。
これは、セル３１２が、ｔ＝「ｓ」によって表される「ストリング」タイプのデータを保
持していることを示している。セル値属性＜ｖ＞３２１がストリングに対する数であるの
かまたはインデックスであるのかを決定するために、セルのデータタイプが調査され得る
。セルデータタイプがストリングを示す場合、セルのデータタイプはインデックスであり
、数値ではない。図３に示すように、セル値インデックス３２１は、ゼロベースのインデ
ックス共有型ストリング表３３０のインデックスであり、セル３１２のコンテンツのロケ
ーションを示す。セル値インデックス３２１の値は「０」であり、これは、セル値インデ
ックス３２１が共有型ストリング表３３０における最初のエントリであることを示し、セ
ル値インデックス３２１は、「Ｑ１」と示されているセルデータ３３８にマップされてい
る。
【００３１】
　スタイル（Ｓｔｙｌｅｓ）は、スプレッドシート中の対象物に適用することができる。
セル（Ｃｅｌｌｓ）、表（Ｔａｂｌｅｓ）、セル範囲（Ｃｅｌｌ　ｒａｎｇｅｓ）、ピボ
ット表（ＰｉｖｏｔＴａｂｌｅｓ）、チャート（Ｃｈａｒｔｓ）、及び形状（Ｓｈａｐｅ
ｓ）は、スタイル、テーマ（Ｔｈｅｍｅｓ）、及び直接書式付け（Ｄｉｒｅｃｔ　Ｆｏｒ
ｍａｔｔｉｎｇ）を用いてフォーマットできる。一つのスタイルは、書式付け要素の指定
された集合として見ることができる。例えば、セルスタイルは、数のフォーマット、セル
位置合わせ、フォント情報、セル枠仕様、色、及び背景／前景塗りつぶしを指定できる。
表スタイルは、見出し行等の表の領域に対して書式付け要素を指定できる。一つのスタイ
ルは、色、フォント、及び形状効果を直接に指定することができ、又はこれらの要素は、
テーマの定義を参照することにより間接的に参照できる。スタイルにより、より矛盾なく
文書を様式化できる。テーマは、一組の色、フォント情報、及び形状に関する効果を定義
する。スタイル又は書式付け要素が、一つのテーマを参照することにより、その色、フォ
ント、又は効果を定義する場合は、新しいテーマを選ぶことは、その書式付け要素のため
の全ての色、フォント、及び効果の切り替えを生じる可能性がある。直接書式付けが適用
されたときは、個々の書式付け要素（例えば、太字のフォント）が、指定されたスタイル
を選択することにより書式付け要素を集合的に選択する代わりに個別に選択するように用
いられてきた。
【００３２】
　図３に示すように、スプレッドシート３１０中のセル３１２は、ワークシートＸＭＬ３
２０において参照されている指定されたスタイル３２５を用いている。指定されたスタイ
ル３２５の属性値であるｓ＝「７」がワークシートＸＭＬ３２０において参照されている
が、これは、指定されたスタイル３２５からｃｅｌｌＸｆｓ中の８番目の＜ｘｆ＞定義３
４５への破線によって示すように、ｃｅｌｌＸｆｓまたはセル固有フォーマット３４０の
８番目（またはゼロベースで７番目）の＜ｘｆ＞定義３４５が、セル３１２についての直
接的セル固有書式設定情報を保持していることを示す。セルスタイル記録（＜ｘｆ＞）は
、セルの直接的書式設定について、全てのセル固有書式設定（例えば、数フォーマット、
フォント情報、枠および塗りつぶし）を統括する。ｃｅｌｌＸｆｓまたはセル固有フォー
マット３４０は、セル３１２についての直接的書式設定要素を指定する。例えば、ｘｆｌ
ｄ３４７に対する属性値は１であり、このことは、セルスタイルＸｆｓ（ＣｅｌｌＳｔｙ
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ｌｅＸｆｓ）３５０中の第二の＜ｘｆ＞定義３６７が、書式付け情報をｘｆｌｄ３４７か
ら＜ｘｆ＞定義３６７へ太い実線で示したように保持することを意味する。更に、セルＸ
ｆｓ３４０は、属性値ｂｏｒｄｅｒＩｄ３４３が２で、この枠が属性値ａｐｐｌｙＢｏｒ
ｄｅｒ３４９に対して「１」で示されるように適用され得ることも示す。
【００３３】
　セルスタイルＸｆｓ又はセルマスターフォーマット（Ｃｅｌｌ　Ｍａｓｔｅｒ　Ｆｏｒ
ｍａｔ）３６０は、指定されたセルスタイルに対するマスターセルスタイルを表現できる
。このセルスタイルＸｆｓ３６０中の第二の定義を表すマスターセルスタイル＜ｘｆ＞記
録３６７は、指定されたセルスタイルに対する全てのマスター書式付け（例えば数のフォ
ーマット、フォント情報、及び塗りつぶし）を共に結びつける。太い実線で図３に示され
るように、セルスタイルＸｆｓ３６０の内側の＜ｘｆ＞３６７も、指定されたセルスタイ
ルに関する情報を保持しているセルスタイル（ＣｅｌｌＳｔｙｌｅｓ）３５０の定義から
ゼロベースのインデックスｘｆｌｄ３５７により参照される。マスターセルスタイル記録
３６７も、属性値ｂｏｒｄｅｒＩｄ３６３が０であり、「０」により示されるように、属
性値ａｐｐｌｙＢｏｒｄｅｒ３６９に対してどの枠も適用できないことを示している。マ
スターセルスタイル記録３６７は、属性値ｂｏｒｄｅｒＩｄ３６３を０として示し、どん
な枠も適用されていないが、これらの設定は、セルＸｆｓ又はセル固有フォーマット３４
０中のセル固有の書式付け情報により無効にされ、このことは太い枠（ｂｏｒｄｅｒＩｄ
３４３＝「２」）が適用される（ａｐｐｌｙＢｏｒｄｅｒ３４９＝「１」）ことを示す、
ことに留意されたい。
【００３４】
　セルスタイル３５０は、ワークブック中で用いられる指定されたセルスタイルの集合で
ある。図３に示すように、ユーザは、スプレッドシート３１０中で指定されたスタイル「
Ａｃｃｅｎｔ　１」（「強調１」）をセル３１２に適用されるように選択した。この指定
されたスタイル「Ａｃｃｅｎｔ　１」は、セルスタイル３５０中に現れ、セルスタイルＸ
ｆｓ３６０中の第二の定義に対応するゼロベースのインデックスｘｆｌｄ３５７を参照す
る。
【００３５】
　図４は、図３に示された例示的ＯＯＸＭＬスプレッドシートセルフォーマット仕様に対
する従来の例示的オブジェクトマッピング４００を示す。図４に示すように、セルスタイ
ルオブジェクト４５０は、ユーザにより適用された指定されたスタイル（「Ａｃｃｅｎｔ
　１」）を識別し、セルスタイルオブジェクト４５０中のｘｆｌｄ４５７に対する値を保
持する。セルスタイルオブジェクト４５０は、指定されたセルスタイルに関する情報を保
持し、マスターセル書式付け情報を保持しているオブジェクトを参照することができる。
したがって、セルスタイルオブジェクト４５０に対応するセルスタイル定義３５０におい
て、この指定されたスタイルは「Ａｃｃｅｎｔ１」として示され、ｘｆｌｄ３５７は、破
線で示すようにセルスタイルＸｆｓ中の第二の定義に対応する値１を有する。属性ｘｆｌ
ｄ４５７の値は、ｘｆｌｄ４５７からｘｆｌｄ４６７まで太い実線により示すように、セ
ルマスターフォーマット情報を保持するセルスタイルＸｆｓオブジェクト４６０中の（ゼ
ロベースの）記録数を示す。
【００３６】
　同様に、セルスタイルＸｆｓオブジェクト４６０は、セルマスターフォーマット属性に
対する値を含むマスターセルスタイル情報を保持する。特に、セルスタイルＸｆｓオブジ
ェクト４６０の第二の定義は、（図３の）セル３１２のマスターフォーマットに対する値
を保持する。したがって、セルスタイルＸｆｓオブジェクト４６０に対応するセルスタイ
ルＸｆｓの定義３６０において、（値［１］を有するとして示される）第二の＜ｘｆ＞記
録３６７は、破線で示されるように値「０」を有する（ｂｏｒｄｅｒＩｄ４６３に対応す
る）ｂｏｒｄｅｒＩｄ３６３を示す。（ａｐｐｌｙＢｏｒｄｅｒ４６９に対応する）属性
ａｐｐｌｙＢｏｒｄｅｒ３６９は、何の枠も適用されないことを示す値「０」を有する。
属性ｂｏｒｄｅｒＩｄ４６３により保持される値は、セルに対して指定された枠の特性を
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示す枠オブジェクト表４３０中の記録に対するインデックスである。
【００３７】
　さらに、セルＸｆｓオブジェクト４４０は、セル固有フォーマット属性に対する値を含
むセル固有の書式付け情報を保持する。図４に示すように、セルＸｆｓオブジェクト４４
０は、ｘｆｌｄ４４７からｘｆｌｄ４６７まで太い実線で示すようにセルマスターフォー
マットを保持するセルスタイルＸｆｓオブジェクト４６０中の（ゼロベースの）記録数を
示すｘｆｌｄ４４７に対する値を保持する。また、セルＸｆｓオブジェクト４４０は、点
線で示すセルスタイルＸｆｓ４６０中の属性４６３及び４６９の値を無効にする属性ｂｏ
ｒｄｅｒＩｄ４４３及びａｐｐｌｙＢｏｒｄｅｒ４４９に対する値も保持する。属性ｂｏ
ｒｄｅｒＩｄ４４３により保持される値「２」は、指定された枠の特性を示す枠オブジェ
クト表４３０中の記録に対するインデックスである。したがって、セルＸｆｓの定義３４
０により示されるように、ｂｏｒｄｅｒＩｄ＝２に対応する枠がセル３１２に適用される
。
【００３８】
　スプレッドシートオブジェクトを処理するための従来の方法において、記述されたオブ
ジェクトに対する種々の参照が印刷中多数回移動させられ、このことが非能率を生じる。
さらに、印刷される各セルに対して、様々な表中の属性値は、このセルをレンダリングす
るために使用される最終的印刷属性を決定するために調べられ、かつ分析される。検査は
、スプレッドシート中の各セルが処理されるときに連続的に生じるので、多数のオブジェ
クト及び表が、印刷中メモリに保存され、メモリ使用の増大を招くこととなる。例えば、
ＳＭＬ及び種々の他のＯＯＸＭＬ記述に対して、ページ付け決定がなされレンダリングが
開始できる前に、全てのデータが、一般的にはメモリ中にロードされる。従来の処理の間
、一つのセルがレンダリングのために処理されるとき、セルマスターフォーマットセルス
タイルＸｆｓオブジェクト４６０中で指定されたセル属性値が調べられる。次に、セルＸ
ｆｓオブジェクト４４０中の属性値も、これらの値が、セルスタイルＸｆｓオブジェクト
４６０によって以前に設定された何れかの値を無効にするかどうか判断するために調べら
れる。上の処理は、最終的レンダリングに先立って下流のルーチンによりセルが処理され
るとき毎に各セルに対して繰り返され、これによりメモリと処理の非効率の一因となって
いる。
【００３９】
　図５は、開示された実施形態に適合する方法でＯＯＸＭＬを用いて記述されたスプレッ
ドシート用スタイルデータを処理する方法から結果として得られるＯＯＸＭＬスプレッド
シートセルに対する例示的なオブジェクトのマッピング５００を示す。例示的なオブジェ
クトのマッピング５００は、ＯＯＸＭＬスプレッドシート文書２１５に対する言語及びオ
ブジェクト処理工程２２０の間に生成することができる。例えば、例示的なオブジェクト
のマッピング５００は、ＯＯＸＭＬ又はＳＭＬを用いて記述されたスプレッドシート中の
スタイルオブジェクトを処理するときに構文解析ツールにより生成できる。幾つかの実施
の形態においては、例示的なオブジェクトのマッピング５００は、ラスターイメージ処理
工程３３０の間に、スタイルを使用するスプレッドシートオブジェクトをレンダリングす
るために使用できる。
【００４０】
　幾つかの実施の形態においては、ＯＯＸＭＬデータが、スプレッドシート等の文書３１
５のために読み込まれるとき、マスターセル情報セルスタイルＸｆｓオブジェクト４６０
中のセルフォーマット情報が、指定されたセルスタイルセルスタイルオブジェクト４５０
中の指定されたセルスタイル情報及びセル固有のスタイルセルＸｆｓオブジェクト４４０
中のセル固有の情報と、統合化セルフォーマットオブジェクト５１０が、使用されるセル
スタイルのための属性値及び他の書式付け情報を直接示すように、統合化され得る。さら
に、幾つかの実施の形態においては、スタイル属性が適用されるべきか（否か）を示すブ
ール代数の（ａｐｐｌｙＢｏｒｄｅｒ、ａｐｐｌｙＦｉｌｌ等の）「ａｐｐｌｙＡｔｔｒ
ｉｂｕｔｅ」属性を取り除くことができ、最終的に適用される属性値は、セルフォーマッ
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ト（ｃｅｌｌＦｏｒｍａｔｓ）オブジェクト５１０中の適切なレコードに直接指定され得
る。
【００４１】
　図５に示すように、スプレッドシート３１０中のセル３１２は、ストリング「Ｑ１」に
より与えられるスプレッドシートセルデータ３１８を用いて、セル参照３２２中のその位
置「Ｄ２」により識別される。セル３１２は、ワークシートＸＭＬの定義３２０中で参照
される属性値ｓ＝「７」を有する指定されたスタイル３２５を用いる。さらに、スプレッ
ドシートセル３１２は、ユーザにより適用された太線のボックス枠３１３を有する。セル
値インデックス３２１は、ゼロベースのインデックス共用型ストリング表３３０へのイン
デックスであり、セル３１２の内容の位置を示す。セル値インデックス３２１は、それが
、値「Ｑ１」有するセルデータ３３８へマッピングする共用型ストリング表３３０中の最
初の項目であることを示す値「０」を有する。
【００４２】
　図５に示すように、ワークシートＸＭＬ３２０中で参照された指定されたスタイル３２
５の属性値ｓ＝「７」は、セルフォーマット５４０の８番目の（又はゼロベースの７番目
の）＜ｘｆ＞の定義５４５が、指定されたスタイル３２５からセルフォーマット５４０中
の８番目の＜ｘｆ＞定義まで破線により示されるセル３１２のための統合化書式付け情報
を保持していることを示す。幾つかの実施の形態においては、統合化フォーマット記録５
４５は、セルの書式付けに関する全ての書式付け情報を組み合わせて保存する。幾つかの
実施の形態においては、セルフォーマット５４０は、セルスタイル又はセルスタイルＸｆ
ｓへの参照を含まない。幾つかの実施の形態においては、ＯＯＸＭＬ構文解析ツールが、
スプレッドシートのＯＯＸＭＬ仕様中の情報を構文解析して、セル３１２に関するスタイ
ル情報をセルスタイルオブジェクト４５０、セルスタイルＸｆｓオブジェクト４６０、及
びセルＸｆｓオブジェクト４４０から得ることができる。上のオブジェクトからの情報は
、（ｉ）指定されたスタイル情報を保存する、（ｉｉ）重複する又は余分な情報を除去す
る、（ｉｉｉ）指定されたセル固有の書式付け情報を用いてセルに対するマスタースタイ
ル情報を無効にすることによりセルスタイル属性に対する最終的な値を得る、及び（ｉｖ
）（「属性（Ａｔｔｒｉｂｕｔｅ）」が枠、塗りつぶし、フォント等の一つであってもよ
い）ａｐｐｌｙＡｔｔｒｉｂｕｔｅフラグを除去する、ことにより統合化できる。セル３
１２のフォーマットに関する新しい「統合化」記録は、そこで、上の工程（ｉ）ないし（
ｉｖ）を適用した後に得られた情報を保存できるセルフォーマットオブジェクト５１０中
に生成できる。幾つかの実施の形態においては、セルに対する記録が、指定されたスタイ
ル属性３２５の値に基づいてセルフォーマットオブジェクト５１０中の適切な位置に生成
できる。例えば、指定されたスタイル３２５の属性値がｓ＝「７」であれば、統合化セル
フォーマットの記録を８番目の記録として生成できる。
【００４３】
　幾つかの実施の形態においては、ＸＭＬセルフォーマット記述３４０は、アプリケーシ
ョンに対してセル３１２のための統合化書式付け要素を指定できる。例えば、ｂｏｒｄｅ
ｒＩｄ５４３に対する属性値が「２」に指定され、Ｓｔｙｌｅ　ｎａｍｅ５４６に対する
属性値が「Ａｃｃｅｎｔ　１」に指定される。図５に示すように、セルフォーマットオブ
ジェクト５１０は、セルフォーマットＸＭＬ定義５４０に対応している。したがって、セ
ルフォーマットオブジェクト５１０において、ｆｏｒｍａｔＩＤ５１５が、指定されたス
タイル３２５に対応するゼロベースの記録数を識別する。セル３１２に対して、ワークシ
ートＸＭＬ３２０中ｓ＝「７」であり、したがってｆｏｒｍａｔＩＤは値７を有する。同
様に、ｓｔｒＮａｍｅ５１６は、指定されたスタイルを「Ａｃｃｅｎｔ１」と識別し、ｂ
ｏｒｄｅｒＩｄ５１３に対して「２」の値を保持する。この属性ｂｏｒｄｅｒＩｄ５１３
により保持された値「２」は、太い実線で示されるように、枠オブジェクト表４３０中の
記録に対するインデックスである。この枠オブジェクト表４３０中の指定された記録は、
指定された枠の特性を示す。したがって、セルフォーマット定義３４０により示されるよ
うに、ｂｏｒｄｅｒＩｄ＝２に対応する枠は、破線で示されるように、セル３１２に適用
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される。幾つかの実施の形態においては、統合化セルフォーマットオブジェクト５１０が
、より少ない追従するポインタとより少ないメモリ資源とを用いて、より速いセルページ
付け及びレンダリングを可能にする。
【００４４】
　本明細書および開示の実施形態の実施を鑑みれば、当業者にとって他の実施方法が明ら
かである。本明細書および例はひとえに例示的なものとしてみなされるべきであり、その
真なる範囲および精神は以下の特許請求の範囲によって示されることが企図される。

【図１】
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【図２】
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【図３】



(18) JP 5774863 B2 2015.9.9

【図４】
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【図５】



(20) JP 5774863 B2 2015.9.9

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００６－１１９８１６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－３２８７９５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－３０２００８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０５－０８９０９７（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許出願公開第２００６／０００５１２７（ＵＳ，Ａ１）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０６Ｑ　　１０／００－５０／３４
              Ｇ０６Ｆ　　　３／１２　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

